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(TIRFM) を用いた 1 分子蛍光イメージング法を発展させ， タンパク質動態の 1 分子イメージングをすることを目的
とした。




胞膜のような 2 次元システムのさらなる理解に欠かせないものである o
第 2 の研究では，蛍光 1 分子イメージング技術をもとに，蛍光共鳴エネルギー移動 (FRET) 法を利用して， タン
ノマク質 1 分子内の構造の変化を実時間で直接観察した。エネルギー移動効率は， 2 つの蛍光色素の相対的な位置に敏
感であるので， ドナー，アクセプターの蛍光強度を測定し，エネルギー移動効率を調べることで， 2 つの蛍光分子の
相対的空間配置について知見を与える o アクチン 1 分子内にドナー，アクセプタ一色素を導入し，それら 1 分子の蛍
光強度を同時にモニター，あるいは分光してスペクトルをとったところ，エネルギー移動効率が秒オーダーのゆっく









(TIRFM) を用いた l 分子蛍光イメージング法を発展させ， タンパク質動態の 1 分子イメージングをすることを目的
とし fこ。




胞膜のような 2 次元システムのさらなる理解に欠かせないものである o
第 2 の研究では，蛍光 1 分子イメージング技術をもとに，蛍光共鳴エネルギー移動 (FRET) 法を利用して， タン
パク質 1 分子内の構造の変化を実時間で直接観察した。エネルギー移動効率は， 2 つの蛍光色素の相対的な位置に敏
感であるので， ドナー，アクセプターの蛍光強度を測定し，エネルギー移動効率を調べることで， 2 つの蛍光分子の
相対的空間配置について知見を与える。アクチン 1 分子内にドナー，アクセプタ一色素を導入し，それら 1 分子の蛍
光強度を同時にモニター，あるいは分光してスペクトルをとったところ，エネルギー移動効率が秒オーダーのゆっく
りした変化をし， タンパク質 1 分子内にも構造のゆらぎが存在するらしい結果を得た。
以上のように，本論文では l 分子蛍光イメージング法を発展させ，従来の測定系では得られなかったタンパク質分
子動態の l 分子イメージングに成功した。したがって，本論文は，博士(理学)の学位論文として，価値あるものと
認める o
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